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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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バイオセンサー:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事10件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | 生体認識

CoSara PCR MTBテスト|インドでの結核POC
検査、性能と2026年の商用化時期
Co-Diagnosticsのインド合弁会社CoSara Diagnosticsが、結核
(MTB)のポイントオブケア(POC)検査における臨床試験を完了し、
インド当局(CDSCO)へ薬事申請を行った。臨床試験では感度
97.3%、特異度96.0%という高い性能を実証している。世界で最
も結核患者数が多いインドにおいて、中央集権的な検査インフ
ラを必要としない迅速なPCR検査の普及を目指す。

シグナル 02 | 信号変換

GradientScreen|小児白血病の薬物組み合わ
せを事前判定するチップ技術の性能
エモリー大学、アトランタ児童病院、ジョージア工科大学の研
究チームが、治療開始前に小児白血病細胞の薬剤反応を測定で
きるマイクロ流体技術「GradientScreen」を開発しました。単
一の血液または骨髄サンプルを用いて、3剤併用療法の広範な組
み合わせ比率を効率的にテストし、患者ごとの反応パターンを
特定します。これにより、標準治療に抵抗性を持つ患者を早期
に特定し、個々の患者に最適な薬剤組み合わせと投与量を決定
する精密医療の実現を目指します。

シグナル 03 | デバイス

PPG-MNとは|植物のグルコース計測とアンモ
ニア検知を両立する生分解性センサーの性能
植物のグルコース代謝のリアルタイム追跡と、皮革工場での有
害なアンモニア漏洩検知という2つの機能を併せ持つ生分解性マ
イクロニードルセンサー「PPG-MN」が開発されました。この
デバイスは植物組織へのダメージを最小限に抑えつつ、14時間
にわたる連続的なグルコースモニタリングを可能にします。同
時に、工業的な脱灰工程で典型的な濃度範囲をカバーする化学
抵抗性アンモニアガス検出器としても機能します。これにより、
植物の生理状態の精密な把握と産業安全の両立という異なる用
途への適用が可能になります。

シグナル 04 | 臨床導線

PFOA/PFOS検出センサー|トリメス酸被覆酸
化銅ナノ粒子による検出感度と限界
トリメス酸で被覆した酸化銅ナノ粒子を用いることで、永遠の
化学物質として知られるPFOAおよびPFOSを高感度に検出でき
る光ファイバー表面プラズモン共鳴(SPR)センサーが開発されま
した。PFOAに対しては最大感度3.59 nm/μM、検出限界1.40 μM
を達成し、PFOSでは感度2.76 nm/μM、検出限界4.73 μMを記録
しています。表面機能化によって金属酸化物ナノ粒子を化学的
に調整可能なインターフェースへと変換し、光学センシングの
性能を向上させた点に技術的意義があります。

編集判断

今週の経営判断は 分析妥当性、臨床有用性、業務導線、償還の接続 に集中する。自社条件で関連
証拠を再現できる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: 用途、比較法、誤判定コスト、測定後の行動を先に定義する.
2. 供給企業: 感応材料とデバイスを校正、安定性、量産性、データ完全性へ接続する.
3. 経営層: 検体差、特異度、ドリフト、臨床評価、規制、支払.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

97.3%
A01

数値の条件

Co-Diagnosticsのインド合弁会社CoSara Diagnosticsが、結核(MTB)のポイントオブケア(POC)
検査における臨床試験を完了し、インド当局(CDSCO)へ薬事申請を行った。臨床試験では感度
97.3%、特異度96.0%という高い性能を実証している。世界で最も結核患者数が多いインドに
おいて、中央集権的な検査インフラを必要としない迅速なPCR検査の普及を目指す。

14時間
A04

数値の条件

植物のグルコース代謝のリアルタイム追跡と、皮革工場での有害なアンモニア漏洩検知という2
つの機能を併せ持つ生分解性マイクロニードルセンサー「PPG-MN」が開発されました。この
デバイスは植物組織へのダメージを最小限に抑えつつ、14時間にわたる連続的なグルコースモ
ニタリングを可能にします。同時に、工業的な脱灰工程で典型的な濃度範囲をカバーする化学
抵抗性アンモニアガス検出器としても機能します。

3.59 nm
A06

数値の条件

トリメス酸で被覆した酸化銅ナノ粒子を用いることで、永遠の化学物質として知られるPFOAお
よびPFOSを高感度に検出できる光ファイバー表面プラズモン共鳴(SPR)センサーが開発されま
した。PFOAに対しては最大感度3.59 nm/μM、検出限界1.40 μMを達成し、PFOSでは感度2.76
nm/μM、検出限界4.73 μMを記録しています。

95.1%
A10

数値の条件

インド工科大学ボンベイ校(IIT Bombay)が、血液一滴で重症貧血と鎌状赤血球症を判定できる
低コストなポイントオブケア(POC)スクリーニング技術を開発した。血液の粘性と塗抹(スミア)
距離の相関を利用した自動塗抹デバイスにより、重症貧血の識別率95.1%、鎌状赤血球症の分
類精度約95%を達成している。これにより、高価な設備がなく遠隔地や部族居住区においても、
迅速な診断と治療への移行が可能になる。

10%
A08

数値の条件

ETH Zurichの研究チームが、電気的にグルコースをグルコン酸に変換して血糖値を下げる電子
インプラント「ECHO」を開発しました。糖尿病モデルマウスを用いた実験では、インスリン
等の薬剤を使用せず、血糖値の正常化および最大10%の体重減少を確認しています。本技術は
ホルモン投与に頼らずに代謝エネルギーを直接的に削減する新しいアプローチであり、自動制
御システムの構築も実証されました。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

生体認識
P01/P06

Co-Diagnosticsのイン
ド合弁会社CoSara
Diagnosticsが、結核
(MTB)のポイントオブケ
ア(POC)検査における臨
床試験を完了し、イン
ド当局(CDSCO)へ薬事
申請を行った。臨床試
験では感度97.3%、特
異度96.

2

信号変換
P02/P07

エモリー大学、アトラ
ンタ児童病院、ジョー
ジア工科大学の研究チー
ムが、治療開始前に小
児白血病細胞の薬剤反
応を測定できるマイク
ロ流体技術「GradientS
creen」を開発しました。

3

デバイス
P03/P08

植物のグルコース代謝
のリアルタイム追跡と、
皮革工場での有害なア
ンモニア漏洩検知とい
う2つの機能を併せ持つ
生分解性マイクロニー
ドルセンサー「PPG-M
N」が開発されました。

4

臨床導線
P04/P09

トリメス酸で被覆した
酸化銅ナノ粒子を用い
ることで、永遠の化学
物質として知られる
PFOAおよびPFOSを高
感度に検出できる光ファ
イバー表面プラズモン
共鳴(SPR)センサーが開
発されました。PFOAに
対しては最大感度3.59
nm/μM、検出限界1.

5

データ・償還
P05/P10

中国の研究チームが、
魚の鮮度低下に伴う旨
味成分の変化を追跡で
きるバイオニック電気
化学センサーを開発し
た。

各受渡しで必要な証拠

生体認識 → 信号変換 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 検体差、特異度、ドリ
フト、臨床評価、規制、支払.

信号変換 → デバイス 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 検体差、特異度、ドリ
フト、臨床評価、規制、支払.

デバイス → 臨床導線 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 検体差、特異度、ドリ
フト、臨床評価、規制、支払.

臨床導線 → データ・償還 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 検体差、特異度、ドリ
フト、臨床評価、規制、支払.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: 検体差、特異度、ドリフト、
臨床評価、規制、支払.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所
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プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給

P01

P02

P03

P04P05 P06

P07

P08

P09P10

P01 CoSara PCR MTBテスト|インドでの結
核POC検査、性能と2026年の商用化時
期
システム・導入 | 根拠: 商用

P02 GradientScreen|小児白血病の薬物組
み合わせを事前判定するチップ技術の
性能
事業・制度・供給 | 根拠: 標準

P03 PPG-MNとは|植物のグルコース計測と
アンモニア検知を両立する生分解性セ
ンサーの性能
システム・導入 | 根拠: 用途

P04 PFOA/PFOS検出センサー|トリメス酸
被覆酸化銅ナノ粒子による検出感度と
限界
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P05 抗汚染ハイドロゲル・バイオセンサー|
魚の旨味信号を追跡する性能と検出限
界
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P06 IIT Bombayの血液検査デバイス|貧血
と鎌状赤血球症の低コストスクリーニ
ング性能
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P07 ECHOとは|ETH Zurichが開発した血糖
値低減インプラントの仕組みと性能
システム・導入 | 根拠: システム

P08 還元型酸化グラフェン|アビジン機能化
によるラベルフリー・バイオセンサの
性能
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P09 畳み込み分光計|ケンブリッジ大開発の
10ドル光学センサー、性能と用途
システム・導入 | 根拠: 用途

P10 PFAS検出デバイス|OISTが開発した低
コストな現場測定プラットフォームの
性能
システム・導入 | 根拠: 現場

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 CoSara PCR MTBテスト|インドでの結核POC検査、性能と2026年の商用化時期

A01 | 生体認識 | 共同評価 日付未収録

FACT
Co-Diagnosticsのインド合弁会社CoSara Diagnosticsが、結核
(MTB)のポイントオブケア(POC)検査における臨床試験を完了
し、インド当局(CDSCO)へ薬事申請を行った。臨床試験では感
度97.3%、特異度96.0%という高い性能を実証している。世界
で最も結核患者数が多いインドにおいて、中央集権的な検査イ
ンフラを必要としない迅速なPCR検査の普及を目指す。

なぜ重要か
判断上の焦点は「分析妥当性、臨床有用性、業務導線、償還の
接続」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現
できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、感応材料とデバイスを校正、
安定性、量産性、データ完全性へ接続する。

ACTION
30日以内に、用途、比較法、誤判定コスト、測定後の行動を先
に定義する。結果と担当者をP01の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 検体差、特異度、ドリフト、臨
床評価、規制、支払。

編集スコア 19/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: システム・導入

P02 GradientScreen|小児白血病の薬物組み合わせを事前判定するチップ技術の性能

A09 | 信号変換 | 試作 日付未収録

FACT
エモリー大学、アトランタ児童病院、ジョージア工科大学の研
究チームが、治療開始前に小児白血病細胞の薬剤反応を測定で
きるマイクロ流体技術「GradientScreen」を開発しました。単
一の血液または骨髄サンプルを用いて、3剤併用療法の広範な
組み合わせ比率を効率的にテストし、患者ごとの反応パターン
を特定します。これにより、標準治療に抵抗性を持つ患者を早
期に特定し、個々の患者に最適な薬剤組み合わせと投与量を決
定する精密医療の実現を目指します。

なぜ重要か
判断上の焦点は「分析妥当性、臨床有用性、業務導線、償還の
接続」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現
できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、感応材料とデバイスを校正、
安定性、量産性、データ完全性へ接続する。

ACTION
30日以内に、用途、比較法、誤判定コスト、測定後の行動を先
に定義する。結果と担当者をP02の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 検体差、特異度、ドリフト、臨
床評価、規制、支払。

編集スコア 19/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 事業・制度・供給



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03
PPG-MNとは|植物のグルコース計測とアンモニア検知を両立する生分解性センサーの
性能

A04 | デバイス | 製品採用 日付未収録

FACT
植物のグルコース代謝のリアルタイム追跡と、皮革工場での有
害なアンモニア漏洩検知という2つの機能を併せ持つ生分解性
マイクロニードルセンサー「PPG-MN」が開発されました。こ
のデバイスは植物組織へのダメージを最小限に抑えつつ、14時
間にわたる連続的なグルコースモニタリングを可能にします。
同時に、工業的な脱灰工程で典型的な濃度範囲をカバーする化
学抵抗性アンモニアガス検出器としても機能します。これによ
り、植物の生理状態の精密な把握と産業安全の両立という異な
る用途への適用が可能になります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「分析妥当性、臨床有用性、業務導線、償還の
接続」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現
できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、感応材料とデバイスを校正、
安定性、量産性、データ完全性へ接続する。

ACTION
30日以内に、用途、比較法、誤判定コスト、測定後の行動を先
に定義する。結果と担当者をP03の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 検体差、特異度、ドリフト、臨
床評価、規制、支払。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P04 PFOA/PFOS検出センサー|トリメス酸被覆酸化銅ナノ粒子による検出感度と限界

A06 | 臨床導線 | 試作 日付未収録

FACT
トリメス酸で被覆した酸化銅ナノ粒子を用いることで、永遠の
化学物質として知られるPFOAおよびPFOSを高感度に検出でき
る光ファイバー表面プラズモン共鳴(SPR)センサーが開発され
ました。PFOAに対しては最大感度3.59 nm/μM、検出限界1.40
μMを達成し、PFOSでは感度2.76 nm/μM、検出限界4.73 μMを
記録しています。表面機能化によって金属酸化物ナノ粒子を化
学的に調整可能なインターフェースへと変換し、光学センシン
グの性能を向上させた点に技術的意義があります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「分析妥当性、臨床有用性、業務導線、償還の
接続」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現
できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、感応材料とデバイスを校正、
安定性、量産性、データ完全性へ接続する。

ACTION
30日以内に、用途、比較法、誤判定コスト、測定後の行動を先
に定義する。結果と担当者をP04の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 検体差、特異度、ドリフト、臨
床評価、規制、支払。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 抗汚染ハイドロゲル・バイオセンサー|魚の旨味信号を追跡する性能と検出限界

A02 | データ・償還 | 試作 日付未収録

FACT
中国の研究チームが、魚の鮮度低下に伴う旨味成分の変化を追
跡できるバイオニック電気化学センサーを開発した。
zwitterionic(両性イオン)抗汚染ハイドロゲルと金ナノ粒子
-MXeneフレームワークを組み合わせることで、タンパク質や
脂質による電極汚染を防ぎ、0.33ピコモルという極めて低い検
出限界を実現している。これにより、従来のバイオセンサーが
抱えていた実用的な食品分析における最大のボトルネックであ
る「バイオファウリング(生物汚染)」の解決が期待される。

なぜ重要か
判断上の焦点は「分析妥当性、臨床有用性、業務導線、償還の
接続」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現
できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、感応材料とデバイスを校正、
安定性、量産性、データ完全性へ接続する。

ACTION
30日以内に、用途、比較法、誤判定コスト、測定後の行動を先
に定義する。結果と担当者をP05の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 検体差、特異度、ドリフト、臨
床評価、規制、支払。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程

P06 IIT Bombayの血液検査デバイス|貧血と鎌状赤血球症の低コストスクリーニング性能

A10 | 生体認識 | 共同評価 日付未収録

FACT
インド工科大学ボンベイ校(IIT Bombay)が、血液一滴で重症貧
血と鎌状赤血球症を判定できる低コストなポイントオブケア
(POC)スクリーニング技術を開発した。血液の粘性と塗抹(スミ
ア)距離の相関を利用した自動塗抹デバイスにより、重症貧血の
識別率95.1%、鎌状赤血球症の分類精度約95%を達成している。
これにより、高価な設備がなく遠隔地や部族居住区においても、
迅速な診断と治療への移行が可能になる。

なぜ重要か
判断上の焦点は「分析妥当性、臨床有用性、業務導線、償還の
接続」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現
できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、感応材料とデバイスを校正、
安定性、量産性、データ完全性へ接続する。

ACTION
30日以内に、用途、比較法、誤判定コスト、測定後の行動を先
に定義する。結果と担当者をP06の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 検体差、特異度、ドリフト、臨
床評価、規制、支払。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: 技術・工程
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 ECHOとは|ETH Zurichが開発した血糖値低減インプラントの仕組みと性能

A08 | 信号変換 | 共同評価 日付未収録

FACT
ETH Zurichの研究チームが、電気的にグルコースをグルコン酸
に変換して血糖値を下げる電子インプラント「ECHO」を開発
しました。糖尿病モデルマウスを用いた実験では、インスリン
等の薬剤を使用せず、血糖値の正常化および最大10%の体重減
少を確認しています。本技術はホルモン投与に頼らずに代謝エ
ネルギーを直接的に削減する新しいアプローチであり、自動制
御システムの構築も実証されました。

なぜ重要か
判断上の焦点は「分析妥当性、臨床有用性、業務導線、償還の
接続」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現
できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、感応材料とデバイスを校正、
安定性、量産性、データ完全性へ接続する。

ACTION
30日以内に、用途、比較法、誤判定コスト、測定後の行動を先
に定義する。結果と担当者をP07の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 検体差、特異度、ドリフト、臨
床評価、規制、支払。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: システム・導入

P08 還元型酸化グラフェン|アビジン機能化によるラベルフリー・バイオセンサの性能

A05 | デバイス | 試作 日付未収録

FACT
アルゼンチンの研究チームが、還元型酸化グラフェン(rGO)を
ワンポットでアビジン機能化し、ラベルフリーの電気化学バイ
オセンサを開発しました。L-チロシンとアスコルビン酸を還元
剤として用いることで、還元と機能化を同時に行い、後工程の
修飾ステップを排除しています。この手法により、異なる認識
素子を容易に組み込めるモジュール式のセンシングプラットフォ
ームの構築が可能になります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「分析妥当性、臨床有用性、業務導線、償還の
接続」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現
できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、感応材料とデバイスを校正、
安定性、量産性、データ完全性へ接続する。

ACTION
30日以内に、用途、比較法、誤判定コスト、測定後の行動を先
に定義する。結果と担当者をP08の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 検体差、特異度、ドリフト、臨
床評価、規制、支払。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09 畳み込み分光計|ケンブリッジ大開発の10ドル光学センサー、性能と用途

A07 | 臨床導線 | 試作 日付未収録

FACT
ケンブリッジ大学とGlitterinTechが、コストを10ドルに抑えつ
つラボレベルの精度を実現したウェアラブル光学センサーを開
発した。畳み込み定理を用いた新しい設計により、小型化に伴
う解像度や精度の低下という従来の課題を克服している。この
技術は、針を使わない血糖値測定などのヘルスケアに加え、食
品検査や環境モニタリングへの応用が期待される。

なぜ重要か
判断上の焦点は「分析妥当性、臨床有用性、業務導線、償還の
接続」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現
できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、感応材料とデバイスを校正、
安定性、量産性、データ完全性へ接続する。

ACTION
30日以内に、用途、比較法、誤判定コスト、測定後の行動を先
に定義する。結果と担当者をP09の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 検体差、特異度、ドリフト、臨
床評価、規制、支払。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入

P10 PFAS検出デバイス|OISTが開発した低コストな現場測定プラットフォームの性能

A03 | データ・償還 | 試作 日付未収録

FACT
沖縄科学技術大学院大学(OIST)の研究チームが、水中のPFAS(
ペルおよびポリフルオロアルキル物質)を現場で迅速かつ正確に
検出できるポータブルデバイスを開発した。分子刻印ポリマー
(MIP)を用いた電気化学的な手法により、外部ラボへの輸送や
高価な質量分析計を必要とせず、スマートフォンやノートPCで
測定が可能になる。これにより、自治体や個人レベルでの汚染
状況の把握と、迅速な意思決定が期待される。

なぜ重要か
判断上の焦点は「分析妥当性、臨床有用性、業務導線、償還の
接続」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現
できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、感応材料とデバイスを校正、
安定性、量産性、データ完全性へ接続する。

ACTION
30日以内に、用途、比較法、誤判定コスト、測定後の行動を先
に定義する。結果と担当者をP10の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 検体差、特異度、ドリフト、臨
床評価、規制、支払。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入



プレイブックとロードマップ 担当 / ゲート / 成果物
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関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 用途、比較法、誤判定コス
ト、測定後の行動を先に定
義する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 感応材料とデバイスを校正、
安定性、量産性、データ完
全性へ接続する

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map 検体差、特異度、ドリ
フト、臨床評価、規制、支
払.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし
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分析対象記事 | 01-10件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 CoSara PCR MTBテスト|インドでの結核POC検査、性能と2026年
の商用化時期

https://www.biospace.com/press-releases/co-diagnostics-joint-venture-
cosara-diagnostics-completes-clinical-study-and-regulatory-submission-
for-point-of-care-tuberculosis-test-sets-stage-for-commercial-launch-in-i
ndia

A02 抗汚染ハイドロゲル・バイオセンサー|魚の旨味信号を追跡する性
能と検出限界

https://bioengineer.org/antifouling-hydrogel-biosensor-tracks-umami-si
gnals-in-fish-during-storage/

A03 PFAS検出デバイス|OISTが開発した低コストな現場測定プラット
フォームの性能

https://www.miragenews.com/portable-device-quickly-detects-pfas-in-
water-1767634/

A04 PPG-MNとは|植物のグルコース計測とアンモニア検知を両立する
生分解性センサーの性能

https://bioengineer.org/biodegradable-microneedle-sensor-tracks-plant
-glucose-in-real-time-and-sniffs-out-toxic-ammonia-leaks-in-tanneries/

A05 還元型酸化グラフェン|アビジン機能化によるラベルフリー・バイ
オセンサの性能

https://bioengineer.org/one-pot-avidin-functionalization-of-reduced-gra
phene-oxide-yields-label-free-electrochemical-biosensor/

A06 PFOA/PFOS検出センサー|トリメス酸被覆酸化銅ナノ粒子による検
出感度と限界

https://bioengineer.org/trimesic-acid-coated-copper-oxide-nanoparticle
s-boost-fiber-optic-sensor-detection-of-pfoa-and-pfos/

A07 畳み込み分光計|ケンブリッジ大開発の10ドル光学センサー、性能
と用途

https://www.miragenews.com/cambridge-scientists-create-10-wearable
-medical-1765472/

A08 ECHOとは|ETH Zurichが開発した血糖値低減インプラントの仕組
みと性能

https://www.yahoo.com/news/science/articles/eth-zurich-electronic-im
plant-lowers-230700607.html

A09 GradientScreen|小児白血病の薬物組み合わせを事前判定するチッ
プ技術の性能

https://bioengineer.org/lab-on-a-chip-screens-drug-combinations-for-pe
diatric-leukemia-before-treatment-begins/

A10 IIT Bombayの血液検査デバイス|貧血と鎌状赤血球症の低コストス
クリーニング性能

https://ehealth.eletsonline.com/2026/10/iit-bombay-low-cost-blood-sm
ear-device-anaemia-sickle-cell-screening-rheoheme/
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https://www.biospace.com/press-releases/co-diagnostics-joint-venture-cosara-diagnostics-completes-clinical-study-and-regulatory-submission-for-point-of-care-tuberculosis-test-sets-stage-for-commercial-launch-in-india
https://bioengineer.org/antifouling-hydrogel-biosensor-tracks-umami-signals-in-fish-during-storage/
https://bioengineer.org/antifouling-hydrogel-biosensor-tracks-umami-signals-in-fish-during-storage/
https://www.miragenews.com/portable-device-quickly-detects-pfas-in-water-1767634/
https://www.miragenews.com/portable-device-quickly-detects-pfas-in-water-1767634/
https://bioengineer.org/biodegradable-microneedle-sensor-tracks-plant-glucose-in-real-time-and-sniffs-out-toxic-ammonia-leaks-in-tanneries/
https://bioengineer.org/biodegradable-microneedle-sensor-tracks-plant-glucose-in-real-time-and-sniffs-out-toxic-ammonia-leaks-in-tanneries/
https://bioengineer.org/one-pot-avidin-functionalization-of-reduced-graphene-oxide-yields-label-free-electrochemical-biosensor/
https://bioengineer.org/one-pot-avidin-functionalization-of-reduced-graphene-oxide-yields-label-free-electrochemical-biosensor/
https://bioengineer.org/trimesic-acid-coated-copper-oxide-nanoparticles-boost-fiber-optic-sensor-detection-of-pfoa-and-pfos/
https://bioengineer.org/trimesic-acid-coated-copper-oxide-nanoparticles-boost-fiber-optic-sensor-detection-of-pfoa-and-pfos/
https://www.miragenews.com/cambridge-scientists-create-10-wearable-medical-1765472/
https://www.miragenews.com/cambridge-scientists-create-10-wearable-medical-1765472/
https://www.yahoo.com/news/science/articles/eth-zurich-electronic-implant-lowers-230700607.html
https://www.yahoo.com/news/science/articles/eth-zurich-electronic-implant-lowers-230700607.html
https://bioengineer.org/lab-on-a-chip-screens-drug-combinations-for-pediatric-leukemia-before-treatment-begins/
https://bioengineer.org/lab-on-a-chip-screens-drug-combinations-for-pediatric-leukemia-before-treatment-begins/
https://ehealth.eletsonline.com/2026/10/iit-bombay-low-cost-blood-smear-device-anaemia-sickle-cell-screening-rheoheme/
https://ehealth.eletsonline.com/2026/10/iit-bombay-low-cost-blood-smear-device-anaemia-sickle-cell-screening-rheoheme/
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#05 還元型酸化グラフェン｜アビジン機能化によるラベルフリー・バイオセンサの性能

#06 PFOA/PFOS検出センサー｜トリメス酸被覆酸化銅ナノ粒子による検出感度と限界

#07 畳み込み分光計｜ケンブリッジ大開発の10ドル光学センサー、性能と用途

#08 ECHOとは｜ETH Zurichが開発した血糖値低減インプラントの仕組みと性能

#09 GradientScreen｜小児白血病の薬物組み合わせを事前判定するチップ技術の性能

#10 IIT Bombayの血液検査デバイス｜貧血と鎌状赤血球症の低コストスクリーニング性能



#01 CoSara PCR MTBテスト｜インドでの結核POC検

査、性能と2026年の商用化時期

概要

Co-Diagnosticsのインド合弁会社CoSara Diagnosticsが、結核（MTB）のポイント

オブケア（POC）検査における臨床試験を完了し、インド当局（CDSCO）へ薬事申

請を行った。臨床試験では感度97.3%、特異度96.0%という高い性能を実証してい

る。世界で最も結核患者数が多いインドにおいて、中央集権的な検査インフラを必要

としない迅速なPCR検査の普及を目指す。

公開日 2026年10月27日  BioSpace (PR Newswire company press release)  アメリカ



詳細

主要成果

Co-Diagnosticsのインドにおける合弁会社であるCoSara Diagnostics Pvt. Ltd.

（ CoSara ） は 、 CoSara PCR Pro® 装 置 を 用 い た 結 核 （ Mycobacterium

tuberculosis: MTB）検査の臨床性能試験を完了し、インドの中央医薬品標準管理機構

（CDSCO）に規制承認を申請した。この臨床試験では、3つのテストバッチにわたっ

て一貫した性能が確認され、平均感度97.3%、平均特異度96.0%を達成した。

技術・詳細

本検査システムは、Co-Diagnosticsが特許を保有する「Co-Primers®」技術を活用し

ている。これにより、中央集権的な検査ラボのインフラを必要とせず、モバイルアプリ

ケーションを介して約30分という短時間でリアルタイムPCRの結果を得ることが可能と

なる。

また、商用展開を支えるデジタル基盤として、統合的なモバイルおよびクラウドインフ

ラをすでにインド国内に配備済みである。このアーキテクチャの特徴は、インターネッ

ト接続が不安定な分散型環境においてもモバイルアプリで検査結果を生成でき、接続が

復旧した際にデータをクラウドへ同期できる点にある。これにより、インフラが不十分

な地域でのセキュアなデータ管理と検査運用を実現している。

背景・業界の文脈

世界保健機関（WHO）の「Global Tuberculosis Report 2025」によると、インドは

世界の結核症例の約4分の1を占めており、世界で最も負担が大きい国となっている。

このような状況下で、高品質なPCR検査へのアクセスにおける決定的なギャップを埋め

ることは、戦略的に極めて重要である。Co-Diagnosticsは2017年のCoSara設立以

来、インド国内での製造、規制、および商用インフラの構築に投資し、手頃な価格で分

散型の分子診断検査を提供できる体制を整えてきた。



今後の展望

Co-DiagnosticsおよびCoSaraは、2026年第4四半期にCDSCOの規制承認を得ること

を想定しており、2026年末までにインドでの商用販売を開始する計画である。承認後

は、直接販売チームや代理店を通じて、インド全土および南アジアの一部で販売活動を

展開する。また、同社は2026年8月に米国FDAへ510(k)申請を行っており、世界的に

重要な2つの市場において同時に規制審査が進んでいる状況にある。

元記事: https://www.biospace.com/press-releases/co-diagnostics-joint-venture-cosara-

diagnostics-completes-clinical-study-and-regulatory-submission-for-point-of-care-

tuberculosis-test-sets-stage-for-commercial-launch-in-india

収集日: 2026年10月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.biospace.com/press-releases/co-diagnostics-joint-venture-cosara-diagnostics-completes-clinical-study-and-regulatory-submission-for-point-of-care-tuberculosis-test-sets-stage-for-commercial-launch-in-india
https://www.biospace.com/press-releases/co-diagnostics-joint-venture-cosara-diagnostics-completes-clinical-study-and-regulatory-submission-for-point-of-care-tuberculosis-test-sets-stage-for-commercial-launch-in-india
https://www.biospace.com/press-releases/co-diagnostics-joint-venture-cosara-diagnostics-completes-clinical-study-and-regulatory-submission-for-point-of-care-tuberculosis-test-sets-stage-for-commercial-launch-in-india


#02 抗汚染ハイドロゲル・バイオセンサー｜魚の旨味信

号を追跡する性能と検出限界

概要

中国の研究チームが、魚の鮮度低下に伴う旨味成分の変化を追跡できるバイオニック

電気化学センサーを開発した。zwitterionic（両性イオン）抗汚染ハイドロゲルと金ナ

ノ粒子-MXeneフレームワークを組み合わせることで、タンパク質や脂質による電極汚

染を防ぎ、0.33ピコモルという極めて低い検出限界を実現している。これにより、従

来のバイオセンサーが抱えていた実用的な食品分析における最大のボトルネックであ

る「バイオファウリング（生物汚染）」の解決が期待される。

公開日 2026年10月29日  BIOENGINEER.ORG  中国



詳細

主要成果

開発されたバイオニック電気化学センサーは、サケ、フナ、タラなどの魚が劣化する過

程で変化する旨味関連のフレーバープロファイルを追跡することに成功した。特筆すべ

きは、食品に含まれるタンパク質、脂質、低分子化合物などの不純物が電極表面に付着

して測定を妨げる「バイオファウリング」への耐性である。このセンサーは、冷蔵保存

後20日が経過しても信号の81%を維持し、代表的な旨味物質に対しては最低0.33ピコ

モル（pM）という極めて高い検出感度を達成した。

技術・詳細

このセンサーのインターフェースは、主に3つの機能的コンポーネントで構成されてい

る。

SBMA（スルホベタインメタクリレート）： 強親水性の両性イオン化合物。表面に

強固な水和層を形成し、不純物が電極に直接接触することを防ぐ。また、正負の電荷

バランスにより帯電した汚染物質への静電引力を最小限に抑える。

AuNPs/MXeneフレームワーク： SBMAの親水性による電子伝達の阻害を補うた

め、金ナノ粒子（AuNPs）と2次元遷移金属炭化物であるTi3C2 MXeneを組み込ん

だ導電性ネットワークを導入した。

T1R1-VFT： ヒトの旨味味覚受容体のVenus flytrapドメイン。これを金ナノ粒子

を介して固定化し、特定の旨味物質を認識させる。

性能検証では、代表的な汚染物質（ウシ血清アルブミン、ヘモグロビン、リゾチーム、

サケタンパク質抽出物、レシチン、ホスファチジルコリン、乳酸、ヒポキサンチン）に

40分間曝露させた際、信号の変化率は0.18%から4.42%に留まった。対照的に、

SBMAを含まない導電性フレームワークでは40.74%から68.59%、裸の電極では

45.14%から84.14%の信号変化が確認された。

背景・業界の文脈

食品のような複雑なマトリックスを分析する場合、タンパク質や糖質、脂質が電極表面

に吸着し、ターゲット物質の認識を妨げたり、S/N比を低下させたりすることが大きな

課題となっていた。従来の官能評価、機器分析、電子舌などは、主観性や分析時間の長

さ、特異性の不足といった制約がある。また、従来のナノ材料を用いたバイオセンサー

は、長期保存時に受容体の活性が失われるという問題があった。



今後の展望

本センサーは、グルタミン酸ナトリウム（検出限界 0.33 pM）、イノシン5'-一リン酸

（IMP、検出限界 3.3 pM）、旨味有機酸（WSA、検出限界 3.3 pM）、旨味ペプチド

（BMP、検出限界 0.33 pM）など、広範な旨味物質を高い精度で検出できる。この抗

汚染性能と高感度の両立により、研究室レベルのプラットフォームから、実際の食品分

析という実用的応用への移行が可能になると考えられている。

元記事: https://bioengineer.org/antifouling-hydrogel-biosensor-tracks-umami-signals-in-fish-

during-storage/

収集日: 2026年10月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://bioengineer.org/antifouling-hydrogel-biosensor-tracks-umami-signals-in-fish-during-storage/
https://bioengineer.org/antifouling-hydrogel-biosensor-tracks-umami-signals-in-fish-during-storage/


#03 PFAS検出デバイス｜OISTが開発した低コストな現

場測定プラットフォームの性能

概要

沖縄科学技術大学院大学（OIST）の研究チームが、水中のPFAS（ペルおよびポリフ

ルオロアルキル物質）を現場で迅速かつ正確に検出できるポータブルデバイスを開発

した。分子刻印ポリマー（MIP）を用いた電気化学的な手法により、外部ラボへの輸

送や高価な質量分析計を必要とせず、スマートフォンやノートPCで測定が可能にな

る。これにより、自治体や個人レベルでの汚染状況の把握と、迅速な意思決定が期待

される。

公開日 2026年10月28日  Mirage News (OIST)  日本



詳細

主要成果

沖縄科学技術大学院大学（OIST）のMicro/Bio/Nanofluidics Unitは、環境中のPFAS

をオンサイトで検出できる、信頼性が高く量産に適したプラットフォームを開発した。

本デバイスは、特に健康リスクが指摘されているPFOAおよびPFOSの検出において有

効性を実証している。従来の分析手法では、サンプルを専門の研究所に輸送し、高精度

だがコストと時間のかかる質量分析計にかける必要があったが、新デバイスはこのプロ

セスを大幅に簡略化し、低コストな現場モニタリングを実現する。

技術・詳細

本デバイスの核心は、「合成抗体」とも呼ばれる分子刻印ポリマー（MIP）の採用にあ

る。MIPは、ターゲットとなるPFAS分子の形状に完全に適合するように設計された新

クラスのポリマーであり、鍵と鍵穴のような関係で特定の分子を認識し捕捉する。デバ

イスは、このPFAS特異的なMIPでコーティングされたセンサーにターゲット分子が結

合した際の電気電流の変化を測定することで濃度を検出する。電流の変化が大きいほ

ど、水中のPFAS濃度が高いことを示す。この手法は追加の化学試薬を必要としないた

め、シンプルかつ低コストな運用が可能となる。

プロトタイプの製造工程は極めて効率的であり、再利用した布地に100個の使い捨て電

極をスクリーン印刷で作成するのにわずか数時間しかかからない。これらの電極をMIP

でコーティングし、市販のポテンショスタット（電気信号測定器）に接続することで、

スマートフォンやノートPCで直接データを管理できる。また、MIPの製造方法はモジュ

ール式であるため、ターゲット分子を変更することで、PFASファミリーの他の化合物

にも適応させることが可能だという。

背景・業界の文脈

PFASは、熱、水、油に対する耐性が極めて高く、自然分解されにくいため「永遠の化

学物質（forever chemicals）」と呼ばれている。環境や生物に蓄積しやすく、人体や

生態系への影響が懸念されている。PFASファミリーには10,000種類以上の類似化合物

が存在し、世界的に50〜150種類が規制対象となっているが、その多様性と分解困難

さが対策を困難にしている。正確かつアクセシブルな検出手段の確立は、汚染対策にお

ける極めて重要な第一歩となる。



今後の展望

本プラットフォームのモジュール性は、異なるPFAS分子への適応を容易にし、汚染対

策へのハードルを下げることが期待される。これにより、地方自治体や一般家庭が、特

定の場所での汚染を当局に報告したり、浄水フィルターへの投資を判断したりといっ

た、情報に基づいた意思決定を行うことが可能になる。研究チームは、さらなる開発と

フィールドでの検証が必要であるとしつつも、環境モニタリングをより身近で広く普及

させる大きな可能性を提示している。

元記事: https://www.miragenews.com/portable-device-quickly-detects-pfas-in-water-

1767634/

収集日: 2026年10月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.miragenews.com/portable-device-quickly-detects-pfas-in-water-1767634/
https://www.miragenews.com/portable-device-quickly-detects-pfas-in-water-1767634/


#04 PPG-MNとは｜植物のグルコース計測とアンモニア

検知を両立する生分解性センサーの性能

概要

植物のグルコース代謝のリアルタイム追跡と、皮革工場での有害なアンモニア漏洩検知

という2つの機能を併せ持つ生分解性マイクロニードルセンサー「PPG-MN」が開発さ

れました。このデバイスは植物組織へのダメージを最小限に抑えつつ、14時間にわた

る連続的なグルコースモニタリングを可能にします。同時に、工業的な脱灰工程で典型

的な濃度範囲をカバーする化学抵抗性アンモニアガス検出器としても機能します。こ

れにより、植物の生理状態の精密な把握と産業安全の両立という異なる用途への適用

が可能になります。

公開日 2026年10月28日  BIOENGINEER.ORG



詳細

主要成果

研究チームは、電気活性を持つ完全ポリマーベースのマイクロニードルセンサー「PPG-

MN」を開発し、その成果を『Collagen and Leather』誌で報告しました。このセン

サーは、植物の葉に刺入してグルコース濃度を14時間連続でモニタリングできるだけで

なく、皮革工場などで発生する有害なアンモニアガスの漏洩を検知する早期警戒アラー

ムとしても機能します。植物への刺入後も感度の約95.4%を維持し、グルコース濃度

10〜100ミリモル（mM）の範囲で線形な電流応答を示すことが確認されました。

技術・詳細

PPG-MNは、導電性ポリアニリンが相互浸透したポリビニルアルコール（PVA）ハイド

ロゲルネットワークで構成されており、フィチン酸によるドープと、グルコース特異性

を付与するためのグルコースオキシダーゼの固定化が行われています。製造プロセスは

低温度で管理されており、25% PVA溶液を3〜4 °Cに冷却し、フィチン酸溶液とアニリ

ンモノマー、過硫酸アンモニウムを加えて重合させます。その後、PDMS型への注入、

遠心分離、および-20 °Cと25 °Cでの3回の凍結融解サイクルを経て成形されます。完成

したアレイの針先は長さ1000マイクロメートル、底面直径390マイクロメートル、間隔

1000マイクロメートルとなっており、葉のクチクラ層を貫通する機械的強度と、葉の

表面に適合する柔軟性を兼ね備えています。

特にフィチン酸は、導電性と架橋を可能にするプロトン貯蔵庫としての役割、ポリアニ

リンの親水性分散を促進する役割、そして抗菌化学による汚染抑制という3つの役割を

担っています。抗菌試験では、黄色ブドウ球菌に対して0.76%、大腸菌に対して2.83%

まで生存率を低下させ、97%を超える抑制率を達成しました。また、1本あたり0.8ニ

ュートンの荷重に耐え、水分を含んだココアの葉の貫通力に匹敵することが示されてい

ます。



背景・業界の文脈

植物のグルコース計測において、温度による酵素活性の変化は大きな課題となります。

本研究では10〜40 °Cの範囲でキャリブレーションを行い、センサー自身の温度信号を

用いて読み取り値を補正する温度調整式を導出しています。また、ナトリウムイオンや

L-アスコルビン酸、ドーパミンなどの干渉物質（各10mM）に対しても、10mMのグル

コース参照に対して無視できる程度のクロスリアクティビティしか示さず、応答時間は

30秒未満と高速です。

今後の展望

ポトス（Epipremnum aureum）を用いた実証実験では、午前8時の低値から始まり、

光合成による蓄積、正午の気孔閉鎖による一時的な低下、午後3時頃のピーク、そして

夜間の呼吸による低下という14時間の昼夜サイクルを正確に追跡しました。測定値は

10〜80mMの範囲で変動し、これはポトスの葉における可溶性糖の生理的レベルと一

致しています。さらに、4日間の暗所ストレス実験では、グルコース濃度が初期値の

14.3%まで低下することが確認されており、植物のストレス状態を定量的に把握するツ

ールとしての有用性が示唆されています。

元記事: https://bioengineer.org/biodegradable-microneedle-sensor-tracks-plant-glucose-in-

real-time-and-sniffs-out-toxic-ammonia-leaks-in-tanneries/

収集日: 2026年10月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://bioengineer.org/biodegradable-microneedle-sensor-tracks-plant-glucose-in-real-time-and-sniffs-out-toxic-ammonia-leaks-in-tanneries/
https://bioengineer.org/biodegradable-microneedle-sensor-tracks-plant-glucose-in-real-time-and-sniffs-out-toxic-ammonia-leaks-in-tanneries/


#05 還元型酸化グラフェン｜アビジン機能化によるラベ

ルフリー・バイオセンサの性能

概要

アルゼンチンの研究チームが、還元型酸化グラフェン（rGO）をワンポットでアビジ

ン機能化し、ラベルフリーの電気化学バイオセンサを開発しました。L-チロシンとア

スコルビン酸を還元剤として用いることで、還元と機能化を同時に行い、後工程の修

飾ステップを排除しています。この手法により、異なる認識素子を容易に組み込める

モジュール式のセンシングプラットフォームの構築が可能になります。

公開日 2026年10月27日  BIOENGINEER.ORG  アルゼンチン



詳細

主要成果

アルゼンチンのコルドバ物理化学研究所およびコルドバ国立大学の研究チームは、超音

波支援を用いたワンポット法により、還元型酸化グラフェン（rGO）の還元とアビジン

による機能化を同時に実現する手法を開発しました。このプラットフォームをラベルフ

リーの電気化学インターフェースとして実装し、ヒトα-トロンビンの検出において、

1.34 × 10⁻⁹ Mから2.67 × 10⁻⁶ Mの線形応答、決定係数（R²）0.987、検出限界 4.4 ×

10⁻¹⁰ Mという性能を実証しました。

技術・詳細

本手法では、穏やかな還元剤としてL-チロシンとアスコルビン酸を相補的に組み合わせ

て使用しています。これにより、バイオ分子の固定に必要な酸素官能基を保持しつつ、

sp2炭素骨格の制御された部分的な回復が可能となりました。最大の特徴は、還元プロ

セス中にアビジンを直接導入する点にあり、従来の合成後に必要だった表面修飾ステッ

プを完全に排除しています。

構築されたインターフェースは、アビジンとビオチンの親和性相互作用を利用して、ビ

オチン化された認識素子を配向して固定することができます。性能評価には電気化学イ

ンピーダンス分光法（EIS）が用いられ、界面の組み立ておよびバイオ認識イベントの

モニタリングが行われました。概念実証として、ビオチン化されたトロンビン結合アプ

タマーを用いてヒトα-トロンビンを検出し、干渉タンパク質が存在する環境や濃縮ヒト

血清サンプルにおいても選択的な応答を示すことが確認されました。

背景・業界の文脈

従来の電気化学バイオセンサの作製では、電極表面のエンジニアリングに複数の独立し

たステップを要することが一般的であり、工程の複雑さが課題となっていました。本研

究で提案されたワンポット形式は、合成および機能化のステップ数を削減できるため、

環境負荷を低減した持続可能な戦略であるとされています。



今後の展望

本研究は概念実証（Proof of Concept）として位置づけられており、現在は単一のア

プタマー・ターゲットペアで検証された段階です。しかし、基礎となるトランスデュー

サーを再設計することなく、異なるビオチン化認識素子を組み込めるモジュール性の実

現を設計目標として掲げています。将来的には、多様な標的分子に適応可能な、汎用性

の高い電気化学バイオセンシングプラットフォームへの発展が期待されます。

元記事: https://bioengineer.org/one-pot-avidin-functionalization-of-reduced-graphene-oxide-

yields-label-free-electrochemical-biosensor/

収集日: 2026年10月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://bioengineer.org/one-pot-avidin-functionalization-of-reduced-graphene-oxide-yields-label-free-electrochemical-biosensor/
https://bioengineer.org/one-pot-avidin-functionalization-of-reduced-graphene-oxide-yields-label-free-electrochemical-biosensor/


#06 PFOA/PFOS検出センサー｜トリメス酸被覆酸化銅

ナノ粒子による検出感度と限界

概要

トリメス酸で被覆した酸化銅ナノ粒子を用いることで、永遠の化学物質として知られ

るPFOAおよびPFOSを高感度に検出できる光ファイバー表面プラズモン共鳴（SPR）

センサーが開発されました。PFOAに対しては最大感度3.59 nm/μM、検出限界1.40

μMを達成し、PFOSでは感度2.76 nm/μM、検出限界4.73 μMを記録しています。

表面機能化によって金属酸化物ナノ粒子を化学的に調整可能なインターフェースへと変

換し、光学センシングの性能を向上させた点に技術的意義があります。

公開日 2026年10月27日  BIOENGINEER.ORG  アメリカ



詳細

主要成果

研究チームは、トリメス酸で被覆した酸化銅ナノ粒子を統合した光ファイバー表面プラ

ズモン共鳴（SPR）センサーを構築し、環境汚染物質であるPFOA（ペルフルオロオク

タン酸）とPFOS（ペルフルオロオクタンスルホン酸）の検出に成功しました。測定の

結果、PFOAでは最大感度3.59 nm/μM、検出限界1.40 μMを達成し、PFOSでは最

大感度2.76 nm/μM、検出限界4.73 μMという性能を示しました。このセンサーは、

分析物の濃度上昇に伴って共鳴信号のシフトが増大する濃度依存的な光学応答を示しま

す。

技術・詳細

本センサーでは、光ファイバーSPRプラットフォームの屈折率感度を高め、かつリガン

ド機能化を受け入れやすい化学的に活性な表面を持つ酸化銅ナノ粒子が採用されまし

た。表面の機能化（表面修飾）の成否は、FTIR、熱重量分析、TEM、SEM、動的光散

乱（DLS）、ゼータ電位測定によって検証されています。

構造解析において、粒子径に関する重要な知見が得られました。クライオTEM（低温透

過電子顕微鏡）では一次粒子径は約6 nmであることが確認されましたが、一方で水溶

液中でのDLS測定ではミクロン規模の流体力学的凝集体が観察されました。つまり、ナ

ノ粒子は個々には微小であるものの、水条件下では凝集する挙動を示すことが明らかに

なりました。

また、PFOAの方がPFOSよりも強い応答を示した点について、X線光電子分光分析

（XPS）の結果から、機能化されたセンシングインターフェースにおいてPFOAの方が

より高い保持率を持つことが示唆されています。

背景・業界の文脈

PFOAやPFOSは、分解されにくいため「永遠の化学物質（forever chemicals）」と呼

ばれ、環境および健康への影響が懸念されている物質です。これらの物質を迅速かつ高

感度に検出する手法の確立は急務となっています。本研究では、金属酸化物ナノ粒子の

表面を機能化することで、特定の化学物質に対して調整可能な光学センシングインター

フェースを構築できることを実証しました。



今後の展望

本研究は、トリメス酸による酸化銅ナノ粒子の機能化が、PFOAおよびPFOS検出のた

めのシンプルかつ調整可能なインターフェースを提供することを証明しました。しか

し、カルボン酸末端の表面がなぜスルホン酸基を持つPFOSよりもPFOAを優先的に捕

捉するのかという具体的な分子相互作用のメカニズムはまだ解明されていません。ま

た、水溶液中での凝集挙動が確認されており、今回の感度および検出限界は制御された

条件下でのラボデバイスとしての数値であるため、実地展開に向けた検証が今後の課題

となります。

元記事: https://bioengineer.org/trimesic-acid-coated-copper-oxide-nanoparticles-boost-fiber-

optic-sensor-detection-of-pfoa-and-pfos/

収集日: 2026年10月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://bioengineer.org/trimesic-acid-coated-copper-oxide-nanoparticles-boost-fiber-optic-sensor-detection-of-pfoa-and-pfos/
https://bioengineer.org/trimesic-acid-coated-copper-oxide-nanoparticles-boost-fiber-optic-sensor-detection-of-pfoa-and-pfos/


#07 畳み込み分光計｜ケンブリッジ大開発の10ドル光学

センサー、性能と用途

概要

ケンブリッジ大学とGlitterinTechが、コストを10ドルに抑えつつラボレベルの精度を

実現したウェアラブル光学センサーを開発した。畳み込み定理を用いた新しい設計に

より、小型化に伴う解像度や精度の低下という従来の課題を克服している。この技術

は、針を使わない血糖値測定などのヘルスケアに加え、食品検査や環境モニタリング

への応用が期待される。

公開日 2026年10月23日  Mirage News（ケンブリッジ大学発表）  イギリス



詳細

主要成果

ケンブリッジ大学とスタートアップのGlitterinTechは、極めて小型かつ低コストであり

ながら、高い精度を持つ新しい光学分光計（スペクトロメーター）を開発した。このセ

ンサーの製造コストはわずか10ドルであり、サイズは数センチメートル単位と非常にコ

ンパクトであるため、ウェアラブルデバイスや携帯型電子機器への組み込みが可能とな

る。

実証実験では、プラスチック、医薬品、コーヒー、小麦粉、茶の識別において100%の

分類成功率を達成した。また、水溶性および有機溶液の濃度測定では約0.01%の精度を

記録し、市販のベンチトップ分光計を上回る性能を示した。ヘルスケア分野では、皮膚

の水分量、血中アルコール濃度、血中乳酸、および血糖値などのバイオマーカーを正確

に測定することに成功し、特に非侵襲的な血糖値トラッキングの可能性が示された。

技術・詳細

本デバイスは「畳み込み分光計（convolutional spectrometer）」と呼ばれ、数学的な

「畳み込み定理」を光学領域で直接適用することで、光の分析手法を根本的に変えてい

る。従来の小型分光計は、光を波長ごとに分離するか複雑な計算でスペクトルを再構成

するため、小型化すると測定範囲や解像度が低下する傾向にあった。しかし、本設計で

は不均衡マッハツェンダー干渉計やマイクロリング共振器などの光学コンポーネントを

繰り返し配置し、制御された線形的な応答を得た後、高速フーリエ変換を用いてスペク

トルを正確に復元する。

ハードウェア面では、窒化シリコンフォトニックプラットフォームを採用し、オンボー

ド電子回路と統合されている。動作波長は近赤外域の1200〜1700 nmと広く、測定か

ら処理までを1秒未満で完了させる。また、光学パターンを繰り返す設計であるため、

コンポーネントを追加することで、理論上は帯域幅をほぼ無制限に拡張でき、解像度を

指数関数的に向上させることが可能である。



背景・業界の文脈

分光計は医学、製造業、化学検査、環境研究において不可欠なツールだが、高精度なも

のは大型で高価な傾向にある。小型化された既存の分光計は、複雑な校正手順や負荷の

高いアルゴリズムに依存しており、計算コストが高く、信頼性に欠ける場合が多かっ

た。本技術は、光学ドメインで直接畳み込み演算を行うことで、計算負荷を大幅に軽減

しつつ、高いノイズ耐性と精度を両立させている。

今後の展望

本センサーは、-20°Cから80°Cという極めて広い温度範囲で安定して動作することが確

認されており、屋外センサーや工場設備、ウェアラブルデバイスへの実装に適した堅牢

性を備えている。実用的な医療製品となるにはさらなる検証が必要だが、針を刺さずに

血糖値をモニタリングできる非侵襲的なヘルスケア技術への道を開くものとして期待さ

れている。

元記事: https://www.miragenews.com/cambridge-scientists-create-10-wearable-medical-

1765472/

収集日: 2026年10月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.miragenews.com/cambridge-scientists-create-10-wearable-medical-1765472/
https://www.miragenews.com/cambridge-scientists-create-10-wearable-medical-1765472/


#08 ECHOとは｜ETH Zurichが開発した血糖値低減イ

ンプラントの仕組みと性能

概要

ETH Zurichの研究チームが、電気的にグルコースをグルコン酸に変換して血糖値を下

げる電子インプラント「ECHO」を開発しました。糖尿病モデルマウスを用いた実験

では、インスリン等の薬剤を使用せず、血糖値の正常化および最大10%の体重減少を

確認しています。本技術はホルモン投与に頼らずに代謝エネルギーを直接的に削減す

る新しいアプローチであり、自動制御システムの構築も実証されました。

公開日 2026年10月28日  Yahoo News（The Brighter Side of News転載）  スイス



詳細

主要成果

ETH Zurichのバイオシステム科学・工学部のMartin Fussenegger教授率いるチーム

が、電気触媒を用いて血糖値を低減させる閉ループ型ヘルス最適化システム「ECHO」

を開発しました。このデバイスを糖尿病モデルマウスに移植し、0.75ボルト、10ミリ

アンペアで動作させたところ、約60分から90分以内に上昇していた血糖値を正常範囲

まで低下させることに成功しました。

また、1日60分間のスケジュール治療を6週間にわたって実施したところ、血糖値の調

節が有効に機能し続け、治療を受けた糖尿病マウスは最大10%の体重減少を示しまし

た。この体重減少は食事量の変化によるものではなく、血液中のトリグリセリド値の低

下、遊離脂肪酸およびケトン濃度の増加が確認されており、グルコース除去後にエネル

ギー源として脂肪への依存度が高まったためであると分析されています。

技術・詳細

ECHOの最大の特徴は、インスリンなどの薬剤を放出するのではなく、電気的にグルコ

ースをグルコン酸に変換して除去する点にあります。変換されたグルコン酸の多くは腎

臓を通じて体外へ排出されるため、結果として代謝可能なエネルギーが削減されます。

触媒構造：金ナノ構造とさらに微細な白金粒子で装飾された多孔質グラファイトフェ

ルトを採用し、電気反応のための広い表面積を確保しています。この反応には生細胞

や酵素を必要としません。

電源供給：13.56メガヘルツの外部送信機からワイヤレスで電力を受信し、内部の受

信コイルを通じて制御電子回路と電極に電力を供給します。

自動制御：市販の持続血糖測定器（CGM）と連携させ、血糖値が設定した閾値を超

えた際に治療を起動させるフィードバック制御を実証しました。実験では、測定器の

振動アラートをセンサーで検知し、コントローラー経由で外部電源を起動させる仕組

みを用いており、5分間隔で更新された血糖情報に基づいた制御を行っています。



背景・業界の文脈

2型糖尿病は、インスリンの分泌不足や有効に利用できないことで血糖値が維持できな

くなる疾患です。従来の治療法や研究では、遺伝子組み換え細胞を用いて治療用タンパ

ク質（インスリン等）を放出させる手法が検討されてきましたが、ECHOは化学的にグ

ルコースを直接除去するという異なるアプローチを採っています。これにより、ホルモ

ンバランスに依存せず、利用可能な代謝エネルギーを直接的に削減することが可能にな

ります。

今後の展望

研究チームは、スマートフォンと互換性のあるモニタリングおよびワイヤレス制御を含

む、より広範なコネクテッドデバイス設計を構想しています。現在は、センサーとコン

トローラーを中継させる実験的なセットアップ段階にあり、完全な消費者向けアプリケ

ーションへの統合には至っていません。また、本システムはマウスでの有効性は確認さ

れましたが、人間への試験はまだ開始されていない段階にあります。

元記事: https://www.yahoo.com/news/science/articles/eth-zurich-electronic-implant-lowers-

230700607.html

収集日: 2026年10月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.yahoo.com/news/science/articles/eth-zurich-electronic-implant-lowers-230700607.html
https://www.yahoo.com/news/science/articles/eth-zurich-electronic-implant-lowers-230700607.html


#09 GradientScreen｜小児白血病の薬物組み合わせを

事前判定するチップ技術の性能

概要

エモリー大学、アトランタ児童病院、ジョージア工科大学の研究チームが、治療開始

前に小児白血病細胞の薬剤反応を測定できるマイクロ流体技術「GradientScreen」を

開発しました。単一の血液または骨髄サンプルを用いて、3剤併用療法の広範な組み合

わせ比率を効率的にテストし、患者ごとの反応パターンを特定します。これにより、

標準治療に抵抗性を持つ患者を早期に特定し、個々の患者に最適な薬剤組み合わせと

投与量を決定する精密医療の実現を目指します。

公開日 2026年10月28日  Bioengineer.org（Nature Biomedical Engineering 研究の紹

介）  アメリカ



詳細

主要成果

研究チームは、小児の急性リンパ性白血病（ALL）患者に対し、治療開始前に最適な薬

剤組み合わせをスクリーニングできる「Lab-on-a-chip（チップ上の研究所）」アッセイ

を開発しました。このGradientScreenと呼ばれる技術は、患者自身の白血病細胞が3

剤併用レジメンにどのように反応するかを迅速に測定します。遡及的 study（回顧的研

究）において、17件の白血病細胞および骨髄サンプルを分析した結果、プラットフォー

ムによる判定結果は、導入治療（最初の1ヶ月間の化学療法）後の残留病変量や、その

後の再発の有無といった実際の治療転帰と相関することが示されました。

技術・詳細

GradientScreenは、マイクロ流体技術を用いることで、3つの薬剤を組み合わせた際の

全範囲の比率を単一の効率的な実験で評価します。従来の手法のように薬剤のペアや投

与比率を個別にテストする場合、膨大な時間とリソースが必要となりますが、本技術は

このプロセスを大幅に効率化しました。単剤での反応と併用時の反応を比較すること

で、どの薬剤の組み合わせと比率がより効果的に作用するかを特定し、詳細な「反応パ

ターン」を生成します。これにより、臨床医は標準的な化学療法を開始した後ではな

く、診断時に追加の情報を得ることが可能になります。

背景・業界の文脈

急性リンパ性白血病（ALL）は小児白血病の75%を占める最も一般的な疾患であり、米

国では毎年3,500人以上の子供を含む6,000人の新規症例が診断されています。ALLは

進行が非常に速い血液がんであるため、化学療法、標的療法、免疫療法、骨髄移植など

の即時の治療が必要です。現在の治療戦略では、サブタイプやリスク分類に基づいたあ

る程度の個別化が行われていますが、多くの患者が同様のレジメンを受けています。ゲ

ノムシーケンシングによる個別化治療の可能性も提示されていますが、同じ遺伝子変異

を持つ患者であっても標的療法への反応が異なるため、生きたがん細胞を直接テストす

る機能的なアッセイが求められていました。なお、成人ALL患者の約50%、小児患者の

約15%が再発または難治性の病状を経験するとされています。



今後の展望

本研究は小規模なサンプルによる初期の遡及的研究であるため、広範な診療に導入する

にはさらなる研究が必要であると研究チームは強調しています。今後のステップとし

て、急性骨髄性白血病（AML）を含む他の白血病タイプへの適用拡大や、小児だけでな

く成人患者への展開を計画しています。また、エモリーヘルスケアとエモリー大学の共

同組織である「エモリー革新的アッセイ開発ラボ（ELIAD）」に本技術を確立し、患者

ケアに即座に利用できる診断テストとしての実装を目指しています。

元記事: https://bioengineer.org/lab-on-a-chip-screens-drug-combinations-for-pediatric-

leukemia-before-treatment-begins/

収集日: 2026年10月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)
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#10 IIT Bombayの血液検査デバイス｜貧血と鎌状赤血

球症の低コストスクリーニング性能

概要

インド工科大学ボンベイ校（IIT Bombay）が、血液一滴で重症貧血と鎌状赤血球症を

判定できる低コストなポイントオブケア（POC）スクリーニング技術を開発した。血

液の粘性と塗抹（スミア）距離の相関を利用した自動塗抹デバイスにより、重症貧血

の識別率95.1%、鎌状赤血球症の分類精度約95%を達成している。これにより、高価

な設備がなく遠隔地や部族居住区においても、迅速な診断と治療への移行が可能にな

る。

公開日 2026年10月28日  ET HealthWorld (eHealth)  インド



詳細

主要成果

IIT Bombayの研究チームは、血液一滴から重症貧血および鎌状赤血球症を検出できる

低コストなスクリーニング手法を開発した。臨床試験において、ヘモグロビン濃度が8

g/dL未満の重症貧血患者を95.1%の精度で正しく識別し、非罹患者については86%の

精度で判定した。また、マハラシュトラ州およびインド中部の部族地域で実施した394

人を対象とするフィールド試験では、鎌状赤血球症の分類において約95%の正解率を記

録した。

技術・詳細

本技術は、血液をガラススライドに塗抹した際に、血液の粘性（厚み）によって塗抹距

離が変化するという物理的特性に基づいている。手動の塗抹は作業者によるばらつきが

大きいため、チームは特許取得済みの自動塗抹デバイスを開発し、一定の速度と圧力で

サンプルを広げる仕組みを構築した。粘性が高い血液は短く厚い塗抹となり、粘性が低

い血液はより遠くまで広がる。

疾患ごとの判定メカニズムは以下の通りである：

貧血：赤血球濃度とヘモグロビンが低下するため血液の粘性が下がり、塗抹距離が伸

びる。また、乾燥後の塗抹色の解析による画像ベースの手法を併用し、1,000人以上

の患者で±0.5 g/dLの誤差範囲内でヘモグロビン量を推定した。

鎌状赤血球症：低酸素状態で赤血球が硬化・変形する特性を利用する。安価な化学物

質を用いてサンプルから酸素を除去する前後の塗抹距離を比較することで、健康な人

と鎌状赤血球形質保持者、および患者を区別する。

さらに、ヒドロキシ尿素による治療を受けている患者では、脱酸素後の血液粘性の増加

率が約125%から70%に低下したことが確認されており、治療反応の追跡への応用も期

待される。



背景・業界の文脈

通常、貧血の診断には全血算（CBC）が、鎌状赤血球症の確定診断には高速液体クロマ

トグラフィー（HPLC）やヘモグロビン電気泳動などの高度な検査が必要であり、結果

が出るまで1〜3日以上かかる。また、これらの検査は設備が整った研究所に依存して

いる。対して本キットは、ピペット、ガラススライド、低コストな試薬、脱酸素用のバ

イアル、および定規や画像デバイスのみで構成される。この簡便さは、インド政府が推

進する「国家鎌状赤血球貧血根絶ミッション」や「Anaemia Mukt Bharat（貧血のな

いインド）」といった、農村部や部族居住区への大規模な普及を優先する公衆衛生戦略

に合致している。

今後の展望

本技術は、 IIT Bombayでインキュベートされたメドテック・スタートアップの

Rheoheme Private Limitedにライセンス供与された。現在は、ジャバルプルにある

ICMR国立部族健康研究所（旧NIRTH）およびAIIMS Nagpurと協力して規制当局の承

認申請を進めている。また、血液凝固時間や血糖値の測定へのプラットフォーム拡張も

検討されている。一方で、集団による遺伝的な粘性反応の違いや、粘性と貧血の相関が

崩れるハイパービスコシティ症候群などの稀なケースを見逃す可能性などの限界も指摘

されており、広範な臨床利用には規制当局の承認が必要となる。

元記事: https://ehealth.eletsonline.com/2026/10/iit-bombay-low-cost-blood-smear-device-

anaemia-sickle-cell-screening-rheoheme/
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